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2023 年３月 18 日（土）〜３月 19 日（日）
鈴鹿サーキット（三重県）

　挑戦の春、ふたたび。今年も
ORC ROOKIE Racing が 挑 む
スーパー耐久シリーズは、開幕戦
を３月 18 〜 19 日、三重県の鈴
鹿サーキットで迎えた。今シーズ
ン、ORC ROOKIE Racing は、
総合優勝を目指す ST-X クラスに
挑む中升 ROOKIE AMG GT3 を
加え過去最多となる３台体制に。
大所帯となったが、それでもオフ
シーズンの公式テストからアット
ホームな雰囲気で、開幕戦に向け
た準備を進めてきた。
　さらに、2022 年から継続参戦
する２台もそれぞれ新たな挑戦を
始める。32 号車 ORC ROOKIE 
GR Corolla H2 concept は、こ
れまで使用していた気体水素に

代わって、世界的に見ても困難な
挑戦となる液体水素を燃料として
使用。カーボンニュートラルの選
択肢を増やす新たなチャレンジを
スタートさせた。ただ、開幕前の
公式テストこそ走行が叶ったもの
の、その後３月８日の社内専有テ
ストの際に火災が発生。フェール
セーフが働き大事には至らなかっ
たが、開幕戦までの修復は不可能
と判断し、2021 年第２戦まで
使用していた ORC ROOKIE GR 
Yarisを投入。もちろん、『モーター
スポーツを起点としたもっといい
クルマづくり』のためには、ただ
参戦するだけでは意味がない。空
力など、多数のパーツを盛り込ん
で鈴鹿サーキットに登場した。

　 そ し て ２ 年 目 の 挑 戦 と な る
ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept も、ライバルの BRZ と
切磋琢磨を続けるべく臨んだ。こ

ちらも新機軸を盛り込んだほか、
社員ドライバーを新たに起用。ク
ルマだけでなく、人も育てる一年
にすべく、開幕戦に臨んだ。

挑戦は新時代。『もっといいクルマづくり』は休む間もなく続く
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特別スポーツ走行／専有走行

公式予選

　迎えた３月 16 日（木）の走
行初日。晴天に恵まれ、まずは
午後０時 15 分からスタートし
たグループ２の特別スポーツ走
行 に ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept が出走し、続く午後１時
30 分からのグループ１の走行枠
には中升 ROOKIE AMG GT3、そ
し て ORC ROOKIE GR Yaris が
走行。この日は１時間ずつのセッ
ションが２回ずつ用意されており、
途中クラッシュによる赤旗中断な
どを挟みながら周回を重ねた。

　予選日となった３月 18 日（土）
は、前日夜から降り続いた雨のた
め、午前のフリー走行はウエット
となったが、３台ともに走行を重
ね、午後２時からの予選に臨んだ。
なお路面がわずかに濡れていたこ
とからＢドライバー予選がＡドラ
イバー予選に先駆けて行われた。
　まず出走した ORC ROOKIE 
GR86 CNF Concept は、大嶋
が ２ 分 17 秒 968 を 記 録。 続
い て 出 走 し た ORC ROOKIE 
GR Yaris は 佐 々 木 が ２ 分 17
秒 658 で わ ず か に GR86 を

　明けて３月 17 日（金）は午前
10 時からグループ２、午前 11
時からグループ１の専有走行が行
われ、午後は全クラス混走で２時
間の専有走行が行われた。ORC 
ROOKIE GR86 CNF Concept
は午前は山下健太がドライブした
後、大嶋和也、加藤恵三と交代。
午後は大嶋、加藤がドライブした。
この日は SUPER GT のテストで
クラッシュし、負傷していた山下
の回復具合を確認する目的もあっ
たが、ドライブは問題ないものの、

交代時にまだ違和感があり、チー
ムは大事をとって山下を欠場させ、
社員ドライバーの佐々木英輔に交
代させることになった。

「昨年から使っていたものから煮詰
めたりしていますが、感触が良い
ですし、クルマとしてレベルが上
がっています」と言うのは今季監
督も兼務する大嶋和也。
　一方、ORC ROOKIE GR Yaris
は 午 前 は 佐 々 木 雅 弘、 モ リ ゾ
ウ、小倉康宏とドライブ。午後は
MORIZO、小倉、最後に石浦宏明
がドライブした。意欲的なパーツ
を盛り込んだ GR Yaris だが、ひ
さびさにドライブした GR Yaris
で、水素カローラとは異なるドラ
イビングの楽しさを４人ともに感
じている様子だった。

「楽しいですよ！　リヤウイングや
エアクリーナーなど、新たな GR
パーツを投入していますが、一戦
も無駄にしない取り組みを行って
います」と佐々木。また小倉はサー
キットレースでの初めての GR ヤ
リスだが、佐々木同様「楽しいで
すね」というコメント。もちろん

今回鍛えたものは水素カローラに
活かせるものも多い。
　そして、ST-X クラスを戦う中
升 ROOKIE AMG GT3 は、午前
は蒲生尚弥と鵜飼龍太、午後は平
良響から鵜飼、蒲生、そして片岡
龍也と交代しながら周回を重ねた。
ST-Q クラスを戦う２台とは異な
り、勝つための戦いだ。なかでも
キーを握るのは、Ａドライバーの
鵜飼、そして初めての ST-X 参戦
となる平良。鵜飼は「少しずつ慣
れてきていますが、速度域が速い
のでトラフィックの処理の仕方、
相手に迷惑をかけない走り方に気
をつけています」と語った。また
平良も、今までスーパー耐久では
抜かれる側の参戦だったが、抜く
側となったことでのドライビング
の対応を続けていた。

上回ってみせる。そして、中升
ROOKIE AMG GT3 は、蒲生が
２分 00 秒 076 と、総合トップ
タイムを記録してみせた。
　続くＡドライバー予選では、
ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept の 加 藤 が ２ 分 19 秒
706 と、 初 予 選 な が ら 好 タ
イ ム を 記 録 し て み せ る。 そ し
て MORIZO も 負 け じ と ORC 
ROOKIE GR Yaris で ２ 分 21
秒 731 を記録し、チームに明る
いムードをもたらした。
　そして周囲を驚かせたのが中升

３月 16日（木）〜 17日（金）　天候：晴れ　路面：ドライ

３月 18日（土）　天候：雨〜曇り　路面：ウエット〜ドライ

ROOKIE AMG GT3 の鵜飼だ。
２分 02 秒 725 を記録し２番手
に。中升ROOKIE AMG GT3は、
合算でも総合２番手。デビュー戦
でフロントロウを獲得してみせ
た。「初めてのスピード、タイム
だったので、自分でもどこまでい
けるか分かりませんでしたが、安
全マージンをとって走りました」
と鵜飼。

「ポールポジションは獲れず少し
残念でしたが、無事クルマを戻せ
て良かったです」と笑顔をみせた。
　そして ORC ROOKIE GR86 

CNF Concept は総合 28 番手、
ORC ROOKIE GR Yaris は総合
31 番手と、非常に“近い”位置に。
３台ともにＣ、Ｄドライバー予
選をきっちり締めくくり、ORC 
ROOKIE Racing は明るい雰囲
気で予選日を締めくくった。



#32　決勝レース

　不安定な天候となった予選日か
ら一転、迎えた３月 19 日（日）
の決勝日は開幕戦にふさわしい晴
天に恵まれた。これまで快調な
ペースで週末を進めてきた ORC 
ROOKIE GR Yaris は、 モ リ ゾ
ウがスタートドライバーとして開
幕レースを戦うことになった。
　これまでも GR ヤリスのドラ
イビングを楽しんでいる様子だっ
たモリゾウは、グループ１の最後
尾からスタートを切ると、４周目
には２分 22 秒 703 というラッ
プタイムを記録。順調に周回を
こなしていく。今回、同じ ST-Q
クラスの ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept や BRZ と 近 い
ペースではあるが、無闇に展開を
追うのではなく、まずはきっちり
と 20 周をこなすとピットイン。
佐々木雅弘に交代した。
　佐々木への交代後、レースは一
度コース上のオイル漏れのため一
度セーフティカーランとなる。た
だそんな荒れ始めた展開にも惑わ
されることなく、佐々木は時折２
分 20 秒台のラップを記録しなが
ら、54 周目まで 34 周をきっち
りとこなしていった。

「全体的にクルマの良いところ、
モリゾウ選手のスピード、小倉選

手のスキルアップを感じられる
レースになったのではないかと
思っています。僕たちはレース展
開に惑わされることなく、４人が
それぞれしっかり乗ることが目的
なので、速さ、タイヤの使い方な
ど、良いレースにすることができ
たのではないでしょうか」と佐々
木。「またこのクルマでレースを
して、28 号車と争うのも楽しい
かもしれませんね」
　代わってドライブしたのは小
倉。GR ヤリスでの初レースとも
なったが、これまでも 2020 年
に GR スープラをドライブした
経験もあり、速度域もまったく問
題なく、またモリゾウと切磋琢磨
する関係で、さらにこのスティン
トでは 28 号車を豊田大輔がドラ
イブしていたことから、小倉は大
輔と僅差の２分 23 秒台のタイ
ムを記録しつつ、こちらも順調に
ラップを重ねた。

「すごく楽しかったですよ。GR
ヤリスは軽さもありますし、動き
も良いクルマですからね。楽しく
ドライブできました。同じクラ
スの車両がうしろから来たりし
て、その動きを勉強したりしなが
らラップを重ねることができまし
た」と小倉は 27 周という周回を

走り、ストップ車両が多く出たこ
とからセーフティカーランとなっ
たタイミングでピットイン。レー
スはこの時点で３時間 42 分が経
過しており、その後石浦宏明に交
代。終盤に向けてラストスパート
に入っていった。
　石浦はセーフティカーラン解
除 後 ６ 周 目、 ２ 分 20 秒 885
というタイムを記録。この時点
で、ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept も順位が近く、ピット
ではお互いに順位を意識しながら
の走行を楽しんでいた。
　ただスタートから４時間 10 分
が経過したところで、ST-5 クラ
スのトップ争いをしていた車両
が 130R 立ち上がりで激しくク
ラッシュしてしまった。ドライ
バーの安全、さらにガードレール
修復が必要となったことから、そ
のまま赤旗終了に。石浦のスティ
ントは 11 周のみとなってしまっ
たが、クラッシュしたドライバー
がコクピットから脱出できた報せ
が届くと、ピットはホッと胸をな
で下ろした。

「スタートからモリゾウ選手が良
いペースで走ってくれて、同じ
ST-Q クラスの車両のペースを見
ながら、かなり戦える感触があっ

たので、僕たちにとってはひさび
さに緊張感あるレースをできまし
た」と石浦は振り返った。

「最後はチーム内バトルも意識
していたのですが、セーフティ
カー明けにちょっと運が悪くて

（苦笑）」と、ちょっとしたズレ
で ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept とは１周差がついてし
まったが、「盛り上がりもありま
したし、水素カローラのときとは
違う面白さがあったので、こう
いった緊張感を水素カローラのと
きも持ちながらやっていきたいで
すね」と今季から監督も兼務する
石浦は、今シーズンの開幕戦の戦
いをまとめてくれた。

３月 19日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ



#28　決勝レース

　晴天のもと迎えた３月 19 日
（日）の決勝日、ORC ROOKIE 
GR86 CNF Concept のスター
トドライバーを務めたのは監督も
兼務する大嶋和也だ。グループ２
のスタート直後、ST-3 クラスの
車両の背後から、ライバルとな
る BRZ をリードしつつレースを
スタートさせた。２周目には２分
20 秒 926 というラップタイム
を記録し、その後もコースがクリ
アな状態で２分 21 秒台を立て続
けに好タイムをマーク。BRZ に
対してのレースを進めていった。

「今年初レースとしては順調で、
ペースもクルマも良い状況でし
た。路面温度が上がってきて乗り
づらいところもありましたが、鈴
鹿、そしてこのタイヤでは仕方な
いところもありました。監督も務
めつつみんなで意志疎通もできま
したし、良い序盤にできたと思い
ます」と大嶋は振り返った。
　レースはその後、開始から１時

間が近づこうかというタイミング
でフルコースイエローからセーフ
ティカーに切り替えられるが、こ
のタイミングで大嶋から初レース
となる佐々木英輔にステアリング
を委ねた。
　社員ドライバーである佐々木
は、緊張もありながら周囲からの
支えもありきっちりと周回を重
ねていく。「レース経験がほとん
どなかったので、何もかも新鮮で
楽しかった反面、体力的にも精神
的にもいろんな意味で大変でした

（苦笑）」と佐々木はスティントを
振り返る。しかし、このレースを
経験することで大きな気づきを得
た様子だ。

「大変だったということは、自分
のなかで足りなかったこと、今
後やらなければいけないことを、
レースを戦ったことで見えてきま
した。今後、次の戦いに向けて自
分のなかでいかにブラッシュアッ
プさせるかが明確になったので、
その点は良かったです」
　佐々木は 22 周の自らのスティ
ントをしっかりとこなしピットイ
ン。山下健太の代役という大きな
仕事を終え、豊田大輔にステアリ
ングを託した。昨年限りでスー
パー耐久参戦はひと区切りの予定

だった大輔は、このレースウイー
クがひさびさのレーシングカード
ライブ。週末を通じてドライビン
グスキルを取り戻し、非常にコン
スタントなラップをこなしながら
30 周という非常に長いスティン
トをこなしてみせた。

「楽しかったですね」と噛みしめ
るように大輔は語った。「昨年か
らスバルさんと戦ってきました
が、今季はクルマの開発というこ
とをしっかりと確認し、ジェント
ルマンとプロのラインアップを合
わせてやってきましたが、次のク
ルマに向けたことは胸襟を広げな
がら協調しながらやっていこうと
しています」と大輔。

「僕のスティントでは、タイヤが
良いときは良いのですが、タイヤ
がタレてしまってからは、クルマ
を曲げるために使えるものはなん
でも使おうと、引き出しをすべて
使って、ある程度安定して走るこ
とができたと思います」

「また、社員ドライバーのふたり
がある程度しっかり走ってくれた
ことが嬉しいです。僕たちは誰が
乗っても速く走れるクルマづくり
を目指していますから」
　その大輔の評価にもあったう
ちの社員ドライバーのもうひと

り、 加 藤 恵 三 が ORC ROOKIE 
GR86 CNF Concept の コ ク
ピットに乗り込み、レース終盤に
臨んだ。

「鈴鹿で木曜から走らせていただ
きましたが、レースも初めてです
し、鈴鹿というコースも含めて、
経験値が少なすぎるなかで乗り
込みましたが、佐々木選手同様、
20 年以上会社でクルマに乗らせ
ていただいた経験から、クルマと
対話しながら走ることはできたと
思っています」と着実なラップタ
イムで走行を続けた。
　残念ながら加藤のスティント
は、スタートから４時間 10 分
が経過したところで発生したア
クシデントのためレースが赤旗
終了となってしまい、11 周のみ
で終わってしまうことになった
が、「佐々木と一緒に今後もレベ
ルアップしていきたいですね」と
今後に向けて語った。
　レースの結果で言えば、プロ
がふたり乗り込んだ BRZ が先
着 す る こ と に な っ た が、ORC 
ROOKIE GR86 CNF Concept
にとってはドライバーふたりの経
験、そしてクルマの感触と、しっ
かりと手ごたえを得た開幕戦を終
えることになった。

３月 19日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ



#14　決勝レース

　 中 升 ROOKIE AMG GT3 に
とってのデビューレースとなる
３月 19 日（日）の第１戦の決
勝。他のチームの２台と異なり、
目的はもちろん勝つことだ。そん
なデビューレースのスタートドラ
イバーという大役を務めることに
なったのは、TGR-DC ドライバー
で、初めての ST-X クラスでの
レースを戦う平良響。ポールポジ
ションからスタートした #500 
GT-R を追い、まずは２番手で
レース序盤戦を続けていった。
　そんななか、スタートから 15
分が過ぎる頃になると、後方から
は少しずつ #31 RC F GT3 が
近づいてくる。ドライブしている
のは平良が昨年スーパーフォー
ミュラ・ライツでチームメイト
だった小高一斗選手。平良はしば
らくはしっかりとポジションを
守っていたが、スタートから 28
分というところの１コーナーでイ
ンを突かれ、Ｓ字までサイド・バ

イ・サイドの戦いを展開するも、
先行を許してしまった。

「クルマの特性上、向こうの方が
ストレートが速いことはレース前
から分かっていて、要所は抑えて
いたポイントが少し漏れて抜かれ
てしまいました」と平良。しかし
見ごたえのあるバトルをみせる
と、その後はしっかりと３番手を
キープし、一度目のセーフティ
カーランのタイミングを見逃さず
ピットイン。鵜飼龍太に交代した。
　予選では素晴らしいタイムを記
録し、チームを大いに盛りたてた
鵜飼だったが、初めての ST-X で
のレースで困難に直面する。今回
のレースは ST-X から ST-5 まで
全クラスが出走し、タイトで中高
速コースが続く鈴鹿は他クラスを
かわしながら高いラップタイムを
維持するのが非常に難しいのだ。

「初めて ST-X クラスでレースを
走りましたが、予選のようにまわ
りにいない状況ではしっかりクル
マと対話することができました
が、他クラスの車両とのやり取り
や、路面の変化に対し、まだドラ
イビングがしっかりできていない
なかで、他の要素が入ってくると、
まだまだ足りないところがあると
感じました」と鵜飼。

「もっとクルマを理解して走らせ
られるようにならなければいけな
いですし、もっと速度差がある
レースができるようにしたいで
す。課題は多かったです」
　後方からプロが駆るライバルに
先行は許したものの、それでも順
位はまだまだしっかり表彰台、そ
して優勝が狙える展開。チームは
規定の 75 分を走り切った鵜飼の
健闘を讃えつつ、追い上げを期し
てエースである蒲生尚弥を送り出
した。
　しかし、蒲生は２周を走った後、
ピ ッ ト に 中 升 ROOKIE AMG 
GT3 を戻してしまう。なんとギ
アが狙ったものに入らなくなって
しまったのだ。原因はシフトポジ
ションのセンサーのトラブル。長
年メルセデス AMG GT3 をドラ
イブしている片岡龍也監督でさ
え「あんなことは珍しい」という
小さな部品のトラブルで、この交
換のために 28 分を要してしま
うことになった。残念ながら中升
ROOKIE AMG GT3 のデビュー
戦優勝、そして表彰台の夢は限り
なく遠くなってしまった。
　しかし、ここでレースを終える
わけにもいかない。シーズンを考
えたとき、ここで得られるものは

すべて得ておきたい。チームは
急ピッチで修復を終えると、ふ
たたび蒲生をコースへ送り出し
た。83 周目、蒲生は２分 03 秒
511 というラップライムを記録
しハイペースで飛ばしていった。
　ただそんな追い上げも、ST-5
クラス車両のクラッシュのため赤
旗中断となってしまったことか
ら、追い上げ半ばで途絶えること
になってしまった。中断前、片岡
もステアリングを握りコースイン
していたが、「0.8 周したところ
で終了となってしまいました（苦
笑）」と決勝はほとんどドライブ
できずとなってしまった。とはい
え、それでも素早い修復の甲斐も
あり、７位で完走扱いに。６点と
はいえ、しっかりとポイントは得
ることができた。

「ドライバーはそれぞれ経験が必
要だと感じましたが、初戦ですか
らね。抜いていくのはすごく難し
いです。チームとしても課題が見
えましたし、チームメンバーも
スーパー耐久は初めての人が多
かったですから。良い経験ができ
たと思いますし、富士に向けて良
い材料になったのではないかと思
います」と片岡龍也監督は開幕戦
を振り返った。

３月 19日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ



2023 年第１戦鈴鹿サーキット　リザルト（TOP5）

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 2'21.557
2	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 2'22.235
3	 55	 MAZDA	SPIRIT	RACING	MAZDA3	Bio	concept	2'28.193

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 	 2'20.805

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 2'01.567
2	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 2'01.749
3	 819	 DAISHIN	MPRacing	GT-R	GT3	 	 2'01.883
4	 500	 5ZIGEN	GTR	GT3	 	 	 2'02.002
5	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 	 2'02.464

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 2'29.213
2	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 	 2'34.219
3	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 2'38.361
	 55	 MAZDA	SPIRIT	RACING	MAZDA3	Bio	concept	出走せず

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 2'12.629
2	 819	 DAISHIN	MPRacing	GT-R	GT3	 	 2'13.565
3	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 2'13.961
4	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 2'14.077
5	 202	 KCMG	NSX	GT3	 	 	 2'14.903

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 	 2'17.357
2	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 2'19.235
3	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 2'21.175
4	 55	 MAZDA	SPIRIT	RACING	MAZDA3	Bio	concept	2'30.693

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 2'03.141
2	 819	 DAISHIN	MPRacing	GT-R	GT3	 	 2'03.266
3	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 2'03.412
4	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 2'04.841
5	 500	 5ZIGEN	GTR	GT3	 	 	 2'04.853

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 	 2'19.543
2	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 2'20.975
3	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 2'22.844
4	 55	 MAZDA	SPIRIT	RACING	MAZDA3	Bio	concept	2'25.740

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 	 2'01.878
2	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 2'03.068
3	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 2'03.883
4	 819	 DAISHIN	MPRacing	GT-R	GT3	 	 2'04.786
5	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 2'04.787

Pos. No. Car Name   Total Time

1	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 4'37.674
2	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 	 4'39.389
3	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 4'39.587
4	 55	 MAZDA	SPIRIT	RACING	MAZDA3	Bio	concept	4'48.643

Pos. No. Car Name   Total Time

1	 500	 5ZIGEN	GTR	GT3	 	 	 4'02.143
2	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 4'02.801
3	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 4'03.438
4	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 4'05.485
5	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 	 4'05.690

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 	 2'19.905
2	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 2'23.696
3	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 2'23.924
4	 55	 MAZDA	SPIRIT	RACING	MAZDA3	Bio	concept	2'38.784

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 819	 DAISHIN	MPRacing	GT-R	GT3	 	 2'02.864
2	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 2'04.228
3	 500	 5ZIGEN	GTR	GT3	 	 	 2'04.353

３月 17 日　スーパー耐久  専有走行 Gr.2（ST-Q）

３月 17 日　スーパー耐久  専有走行 Gr.1（ST-Q）

３月 17 日　スーパー耐久  専有走行 Gr.1（ST-X）

３月 18 日　スーパー耐久  フリー走行（ST-Q）

３月 18 日　スーパー耐久  フリー走行（ST-X）

３月 18 日　スーパー耐久  公式予選 C ドライバー　（ST-Q）

３月 18 日　スーパー耐久  公式予選 C ドライバー　（ST-X）

３月 17 日　スーパー耐久  専有走行 Gr.1+Gr.2　（ST-Q）

３月 17 日　スーパー耐久  専有走行 Gr.1+Gr.2　（ST-X）

３月 18 日　スーパー耐久  公式予選 A+B　（ST-Q）

３月 18 日　スーパー耐久  公式予選 A+B　（ST-X）

３月 18 日　スーパー耐久  公式予選 D ドライバー　（ST-Q）

３月 18 日　スーパー耐久  公式予選 D ドライバー　（ST-X）



Pos. No. Car Name    Laps Time        Gap 

1	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 93	 4:14'08.945	

2	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 93	 4:15'27.018	 1'18.073

3	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 	 92	 4:13'28.459	 1Lap

4	 55	 MAZDA	SPIRIT	RACING	MAZDA3	Bio	concept	 89	 4:17'14.755	 4Laps

Pos. No. Car Name    Laps Time        Gap 

1	 500	 5ZIGEN	GTR	GT3	 	 	 103	 4:12'54.902	

2	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 103	 4:13'16.315	 21.413

3	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 102	 4:12'58.202	 1Lap

4	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 	 102	 4:13'02.200	 1Lap

5	 202	 KCMG	NSX	GT3	 	 	 102	 4:13'53.548	 1Lap

6	 819	 DAISHIN	MPRacing	GT-R	GT3	 	 93	 4:13'44.460	 10Laps

7	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 91	 4:13'32.422	 12Laps

３月 19 日　スーパー耐久第１戦鈴鹿　決勝レース結果（ST-Q）

３月 19 日　スーパー耐久第１戦鈴鹿　決勝レース結果（ST-X）



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


